
　今回で３回目となる「ABSメンテナンスのカ

ンどころ」シリーズは、乗用車メーカーで最後に

残ったトヨタ自動車と本田技研工業それぞれのメ

ンテナンス方法についてご紹介します。

　ABSは自動車に装備されるずっと以前から航

空機に採用されていました。すでに1960年代に

はジャンボ旅客機へ装備されていたといいますか

ら、ABSの歴史がいかに深いか分かります。

　ABS が自動車で普及し始めたのは 90 年代に

入ってからですが、その後の目覚ましい技術の進

展によって「トラクションコントロール・システ

ム」や「ビークルスタビリティ・コントロール」

といった他の安全装置と連動し、安全性や車両安

定性のレベルアップが図られてきました。

　複数の装置が連動しシステムが複雑化するほ

ど、ダイアグノーシスの点検により得た情報は故

障探求時の無駄な手間と時間の浪費を抑える大き

な助けになるでしょう。

■ダイアグノーシスの点検

＜コンビネーションメーターによる読出し＞

①ショートピン取外し

・ダイアグノーシスコネクタのショートピンを取

外す。

②TC⇔E1端子間短絡（除く１JZ－GE、１G－

FE車）

・ダイアグノーシスコネクタまたはTDCLのTC

⇔E1端子間を短絡する（図１）。

③TC⇔E1、TC⇔CG端子間短絡（除く１JZ－

GE、１G－FE車）

・ダイアグノーシスコネクタのTC⇔E1端子間ま

たはDLC３のTC⇔CG端子間を短絡する（図

２）。

④イグニッション（以下 IG）スイッチON

・ABSウォーニング・ランプおよびTRC OFFラ

ンプ（TRC装着車のみ）の点滅回数を読取る。

⑤TC⇔E1、TC⇔CG端子間開放（１JZ－GE、

１G－FE車）

・ダイアグノーシスコネクタのTC⇔E1端子間ま

たはDLC３のTC⇔CG端子間を開放する。

⑥TC⇔E1端子間開放（除く１JZ－GE、１G－

FE車）



・ダイアグノーシスコネクタまたはTDCLのTC

⇔E1端子間を開放する。

⑦ショートピン取付け

・ダイアグノーシスコネクタのショートピンを取

付ける。

■ダイアグノーシスコードの消去

①ダイアグノーシスコネクタTC⇔E１端子間、

TDCLのTC⇔E１端子間（図１）またはDLC

３のTC⇔CG端子間（図２）を短絡し、IGス

イッチをONにする。

②※５秒間に８回以上ブレーキペダルを踏込む。

③正常コードが出力されていることを確認する。

※TRC装着車（含む４WD）はTRCダイアグノー

シスコードも消去される。　万一、システムに

異常が発生した場合は、メーター内のABS警告

灯が点灯する。このような場合は、インスト・

ロアー・パネルの自己診断用チェック端子をボ

デーアースと短絡させて自己診断モードにする

ことにより、メーター内のABS警告灯を点滅さ

せ異常部を表示させる。

注意　ダイアグコードは不揮発性メモリーに記憶

するため、バッテリー、ヒューズ、コンピュータ

等の切離しでは消去されない。



①モジュレータユニットのモーター駆動時間が一

定時間を超えたとき。

②駐車ブレーキレバーを戻し忘れて30秒以上走

行したとき。

③走行中に１輪でもホイールセンサの出力が切れ

たとき（走行中に車輪の回転が停止したり、セ

ンサが故障したときなど）。

④ソレノイド出力の作動時間が一定時間を超えたと

き、またはソレノイド系の断線を感知したとき。

⑤エンジンを始動したときおよび車両の発進時に

実施している疑似ABS動作において、ソレノイ

ド出力が感知できなかったとき。

　なお、警告灯のバルブ切れチェックとして、IG

スイッチがONのときに点灯させ、エンジン始

動後システムに異常がなければ消灯させるよう

になっている。

■自己診断機能

　自己診断機能は、２つのCPU（中央処理装置）

で常時データをやり取りし、メインファンクショ

ン機能を監視している。システムに異常があると

「ABS警告灯」を点灯させ、システムを停止させ

る。システムが停止した場合、ABS機能は停止す

るが主ブレーキは正常に作動する。

　なお、自己診断機能によりシステムを停止させ

た場合、ABSコントロールユニットのメモリに検

出した故障箇所を記憶することができる。このメ

モリは、外部操作によって「ABS警告灯」を点滅

させ、記憶した故障箇所を表示することができる。

■ABS警告灯

　ABSコントロールユニットは、システムの作

動に異常があると「ABS警告灯」を点灯させる。



■不良コードについて

①不良コードは、異常を検出して「ABS警告灯」

が点灯したときに記憶される。

②不良コードは、３個まで記憶することができ

る。再始動後ごとに同じ故障を繰り返し検出す

ると、３回同じ不良コードになる。

③不良コードは、故障発生順に新しいものから表

示する。

④不良コードは、ABSコントロールユニットの

＋B2電源を切ったり、カプラを外したりする

と記憶がなくなる。

⑤不良コードの消去は、ABS B2（15A）ヒュー

ズを３秒以上外して行う。

■故障診断について

①不良コードが複数メモリされているときは、最

初に表示された不良コードから故障診断を行う

こと。

②ユーザーが話す不具合の再現がなく、あえて不

良コードにより故障診断を行うときは、前もっ

てお客様に警告灯が点灯したときの状況を詳し

く聞き、可能なかぎり同じ条件でテスト走行を

行うこと。また、テスト走行でも警告灯が点灯

しない場合は、故障診断チャートを進める中で

ターミナルの接触不良などに留意し、ハーネス

またはカプラを揺するなどして点検すること。

③テスト走行でも警告灯が点灯しないときに、

サーキットテスタを使用して電気回路を診断し

ても異常は発見できない。このときフロー

チャートに従って点検作業を行うと、誤った判

定をすることになるので注意すること。

④修理完了後はテスト走行を行い、「ABS 警告

灯」が再点灯しないことを確認する。

■ダイアグノーシスの点検

＜不良コードの呼出し方＞

①グローブボックスの下部から「サービスチェッ

ク用カプラ」（2P）を取り出し、SCSショート

カプラを使用して短絡させる。

②IGスイッチをONにする（エンジンは始動しな

い）。

③「ABS警告灯」の点滅回数を記録する。「ABS

警告灯」の点滅回数が不良コードである。

・IGスイッチをONにすると、最初に「ABS警告

灯」を２秒間ONさせ、バルブチェックを行う。

・不良コードは３回表示する。

・不良コードを再度表示させる場合は、いったん

IGスイッチをOFFにして、再度ONにする。

注意ABSコントロールユニットからカプラを外

したりすると不良コードの記憶がなくなるので、

点滅回数はしっかり記録すること。

④SCSショートカプラを外す。

注意カプラを外し忘れると、エンジン始動後も

PGM－FI警告灯が点灯し続ける。

■ダイアグノーシスの消去

① IGスイッチをOFFにする。

②ABS B2（15A）ヒューズを３秒以上外す。

③消去後、不良コードがないことを確認する。

データリンクカプラ（3P）

サービスチェック用カプラ（2P）

SCSショートカプラ

ABS B2（15A）
ABS B1（20A） ABSモーター（40A）

ABSユニット（10A） ABSポンプモーターリレー






